
　　　　

年 月 日

第4土曜日のみ
10
8

時
0
30

分から
15
13

時
0
30

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 地域社会に生かされている一人の人間として、自分に与えられた能力を十分に地域社会に還元する

事業所名 多機能型事業所カミングホームうつつがわ 作成日支援プログラム

スケジュールボードを用いて日付・天気・その日の流れなどを確認することで視覚的にも理解しやすいよう配慮し、数や時間など様々な概念の形成を促す。

発達に応じて絵カード･文字カードを使用。言語または、非言語コミニュケーションの獲得・向上を促す。
本の読み聞かせ、活動を通して、自分の気持ちを考える時間を設ける。大人が本人の気持ちをくみ取り、代弁することで子どもが自己の表現方法の手段を増やしていき、コミニュケーショ
ン方法を獲得・向上を促す。

ルールのある遊びをチームになって行い、その中で自分の役割やルールを理解したり、他者と協力していくことで社会的スキルの獲得・向上を促す。

支援方針

個々の発達に応じた課題を提供し、自立に向けてより質の高い支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

季節に合わせた行事(花見・七夕・プール・ハロウィン・クリスマス製作・書初め)

（別添資料１）

家族支援

事業所での相談・援助又は居宅を訪問しての相談・援助を行います。

移行支援

必要に応じて、就学・進学先との情報共有や連携を行います。

地域支援・地域連携

必要に応じて、各関係機関(相談支援事業所･保育園･幼稚園･児童発達支援)との
情報共有や連携を行います。 職員の質の向上

内部・外部研修あり。
月１回のミーティングにて研修に参加や支援の振り返り、見直しを行いま
す。

支　援　内　容

食事・排泄・衣服の着衣･着脱・身だしなみに整え方・入浴などのADL(日常生活動作)の獲得・向上を促す。

様々な活動(机上課題・運動遊び)を提供し、その中で姿勢保持や動作の改善、視覚・聴覚・触覚・嗅覚・固有覚・前庭覚などの感覚に触れていく機会を増やし、身体的にも向上を促す。

本
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年 月 日

平日
学校休日

第4土曜日のみ
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分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節に合わせた行事(花見・七夕・プール・ハロウィン・クリスマス会・書初め)

（別添資料１）

家族支援

事業所での相談・援助又は居宅を訪問しての相談・援助を行います。

移行支援

必要に応じて、就学・進学・就労先との情報共有や連携を行います。

地域支援・地域連携

必要に応じて、各関係機関(相談支援事業所･学校･放課後等デイサービス等)と
の情報共有や連携を行います。 職員の質の向上

内部・外部研修あり。
月１回のミーティングにて研修に参加や支援の振り返り、見直しを行いま
す。

支　援　内　容

食事・排泄・衣服の着衣･着脱・身だしなみに整え方・入浴などのADL(日常生活動作)の獲得・向上を促す。

様々な活動(机上課題・運動遊び)を提供し、その中で姿勢保持や動作の改善、視覚・聴覚・触覚・嗅覚・固有覚・前庭覚などの感覚に触れていく機会を増やし、身体的にも向上を促す。

本
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スケジュールボードを用いて日付・天気・その日の流れなどを確認することで視覚的にも理解しやすいよう配慮し、数や時間など様々な概念の形成を促す。

一日の目標をそれぞれ設定し、発表・振り返りの場を設け、聞く・話すの機会を増やしていく。
人との関わりの中で、必要に応じて職員が介入し、コミュニケーションスキルの獲得・向上を促す。

ルールのある遊びをチームになって行い、その中で自分の役割やルールを理解したり、他者と協力していくことで社会的スキルの獲得・向上を促す。

支援方針

個々の発達に応じた課題を提供し、自立に向けてより質の高い支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 地域社会に生かされている一人の人間として、自分に与えられた能力を十分に地域社会に還元する

事業所名 多機能型事業所カミングホームうつつがわ 作成日支援プログラム
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